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1. 略歴 

1987年3月  東京大学文学部第四類心理学専修課程 卒業 
1987年4月  東京大学大学院人文科学研究科心理学修士課程 進学 
1989年3月  東京大学大学院人文科学研究科心理学修士課程 修了 
1989年4月  東京大学大学院人文科学研究科心理学博士課程 進学 
1992年3月  東京大学大学院人文社会系研究科心理学博士課程 単位取得退学 
1992年4月  国際電気通信基礎技術研究所（ATR）奨励研究員 
1995年2月  東京大学大学院人文社会系研究科心理学博士課程 博士 (心理学) 取得 
1996年10月  科学技術振興事業団・川人学習動態脳プロジェクト 計算心理グループリーダー  
2001年10月  ATR人間情報科学研究所 主任研究員 
2002年4月  大阪大学大学院生命機能研究科 客員准教授 
2003年5月  ATR脳情報研究所・認知神経科学研究室 室長 
2008年8月  情報通信研究機構 バイオ ICTグループリーダー 
2010年4月  ATR認知機構研究所 所長    
2011年4月  情報通信研究機構 脳情報通信融合研究室 副室長 
2011年4月   大阪大学大学院生命機能研究科 客員教授 
2015年9月 東京大学大学院人文社会系研究科 教授 

 
2. 主な研究活動 
a 主要業績 
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3. 主な社会活動 
(1) 非常勤講師 

神戸大学文学部 (2001年2月、集中講義) 
東京大学大学院総合文化研究科 (2010年1月、集中講義) 
京都大学文学研究科・教育学研究科(2011年9月、集中講義) 
福井大学大学院工学研究科(2012年9月、集中講義) 

(2) 学会活動 

日本神経回路学会理事（2003年～2004年） 
日本心理学会機関誌編集員（2008年～2012年） 
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